
指定管理者による公の施設の管理運営状況（令和５年度分） 

 

 

施設名 県営住宅及び共同施設 

施設所管課 住宅課 

指定管理者 一般財団法人茨城県住宅管理センター 

指定期間 R3.4.1～R8.3.31（５年間） 

 

１ 施設の概要 

施設所在地 茨城県内 

施設の概要 ・28市町村 13,023 戸（令和６年４月１日現在） 

市町村名 戸数 市町村名 戸数 市町村名 戸数 

水戸市 4,174 桜川市 190 下妻市 72 

日立市 2,127 筑西市 184 常陸大宮市 70 

ひたちなか市 1,592 守谷市 168 鹿嶋市 66 

土浦市 1,006 東海村 162 北茨城市 60 

つくば市 645 石岡市 144 常陸太田市 54 

龍ケ崎市 448 高萩市 128 常総市 48 

古河市 396 結城市 108 稲敷市 48 

潮来市 344 茨城町 104 城里町 30 

笠間市 253 阿見町 102   

神栖市 210 かすみがうら市 90   
 

業務内容 ・入退去に関する業務 

・家賃等の収納に関する業務 

・駐車場の維持管理に関する業務 

・修繕に関する業務 

・環境整備に関する業務 

・その他上記に附帯する業務 

 

２ 職員の状況                              ※R6.4.1 現在 

常勤職員：  ８１人    非常勤職員：  ０人     合計：  ８１人 

 

３ 収支状況 

令和５年度                                  （単位：円） 

収   入           支   出 

指定管理料 1,524,380,814 人件費（給与等） 231,916,000 

利用料収入 0 光熱水費 0 

自主事業収入等 0 租税公課等 0 

その他（利息等） 0 自主事業費 0 

  その他（事務費・修繕費等） 1,292,464,814 

収入合計 1,524,380,814 支出合計 1,524,380,814 

 

 

 

 



４ 利用状況 

 令和５年度実績 令和４年度実績 令和３年度実績 

①新規入居戸数(戸) 469 287 476 

②年度末入居戸数(戸) 9,377 9,640 10,013 

③利用料収入(円) 

(指定管理者収受額) 
0 0 0 

 

５ サービス向上に向けた取組み 

・団地自治会や連絡員の会合への参加（適宜参加） 

・高齢者調査票の配布開始（H21.10～） 

・電話による安否確認サービス「安心コール」の実施（H22.4～） 

・ホームページでの入居申込書等ダウンロードサービスの開始（H22.4～） 

・休日・夜間緊急電話連絡用コールセンターの設置（H24.4～） 

・ホームページリニューアルによる提供情報の拡充（H25.9～適宜実施） 

・プライバシーマークの取得（H26.2～） 

・こどもを守る 110 番の家（車）に参画（H30.10～） 

・感圧式液晶画面の筆談機導入（H30.12～） 

・日立センター開設（県北地域の管理業務開始 H31.4～） 

・社会福祉協議会法人の会員登録（H31.4～） 

・認知症サポーターの受講（R1～ 受講者 54 名） 

・准サービス介助士資格の取得（R1～ 取得者 38名） 

・普通救命講習Ⅰの受講（R1～ 取得者 50名） 

・地域包括支援センター等との連携（R2～） 

・耳マークの窓口掲示（R2.4～） 

・公益財団法人茨城県暴力追放推進センター賛助会員への入会（R2.9～） 

・防災マップの配備（25団地 配備完了） 

・液晶翻訳ディスプレイの窓口設置（R4.1～） 

・入居者のしおりの英訳版作成（R4.1） 

・茨城県認知症の人にやさしい事業所に認定登録（R5.10～） 

 

６ 利用者満足度調査の結果及び対応状況 

○実施方法 

モニタリング（アンケート方式）の実施 

・実施日  令和 6年 2月 14 日 

・対象者  200 件  回答件数  95 件（47.5％） 

 

○調査結果 

①情報の提供 

満足 27.0%、ふつう 69.0%、満足していない  4.0% 

②要望、苦情の応対 

満足 37.0%、ふつう 42.0%、満足していない  21.0% 

③施設の管理 

満足 18.0%、ふつう 65.0%、満足していない  17.0% 

④今後の期待 

修繕等 35.7%、共同施設の管理 21.7%、駐車場問題 16.3%、自治会支援 14.0％、相談会 7.7%、 

その他 4.6% 



○利用者からの意見等 

【良い点】 

・要望を述べたらキリがないので、概ね良好。 

・大規模修繕工事を実施してもらい、ありがたい。修繕工事で美観的に良くなり、入居者が増え 

ることを期待。 

・外壁の塗装をしてもらい、虫の侵入が少なく安心して生活できた。 

【悪い点】 

・修繕要望に対し、予算不足と即答された。 

・職員や修繕業者の話し方や言葉遣いが悪い。 

【要望】 

・ペットの飼育、迷惑駐車、騒音を出す入居者への対応。 

・高齢化に伴う自治会の運営についての不安。 

・入居時のルールやマナー（迷惑駐車・夜間の騒音・ゴミの出し方・ペットの飼育禁止・共益費 

支払・自治会活動への参加等）を守らない者に対し、少し強い権限がほしい。 

・外灯を LED 化してほしい。 

・建物や設備等の不具合等を改善してほしい。 

 

○対応状況 

・入居者のモラルに関しては、個別対応（訪問指導、回覧）や広報誌での周知のほか、入居説明会

時にも併せて説明している。 

・自治会活動等に関しては、広報誌を活用し周知を行い、協力体制の構築を図っている。 

・修繕の要望に対しては、個別に内容の精査を行い、緊急度に応じ順次対応をしている。 

 

７ 管理運営状況の評価 

評価項目 
事業計画 

（管理指標） 

実績 

（管理指標に対するコメント） 

自己 

評価 

所管課 

評価 

維持管理 

設備保守点検は、事業計画等に照ら

し適切か。 

施設管理は、関係法令に基づき専門

業者に業務を委託している。 
B B 

整理整頓・清掃が行き届いている

か。（建物・植栽等） 

定期的な点検パトロールで現況を確

認し、必要に応じ自治会に指導して

いる。また、植栽については、専門

業者に委託している。 

B B 

破損箇所の修繕は適切か。 

 

入居者からの連絡及び点検パトロー

ルで発見した破損個所は、随時、修

繕を実施している。 

B B 

施設運営 

使用日数、使用時間等は守られてい

るか。 

条例等を遵守し、適切な運営を行っ

ている。 
A A 

予約・利用許可等、利用者への対応

は平等・公正に行われているか。 

定期募集を年４回及び随時募集を実

施しており、定期募集では応募者が

募集戸数を上回った場合は、公開抽

選により決定している。 

A A 

創意工夫により、魅力ある自主事業

の実施等、施設の利用拡大やサービ

スの向上が図られているか。 

サービスの向上に向け、内部委員会

等で検討するなどし、各種自主事業

を積極的に実施している。 

B B 

利用者の要望を把握し、運営に反映

させ、満足度を高めているか。 

点検パトロールで、連絡員から情報

収集をしており入居者のニーズの把

握に努めている。 

B B 



運営体制 

職員は適切に配置されているか。 適切に人員配置を行っている。 B B 

要望、苦情等への対応は迅速かつ適

切か。県へ報告しているか。 

都度県との情報共有を図り、迅速・

適切に行っている。 
A A 

事故・災害等、緊急時に備えた体制

は確保されているか。 

防災マニュアルの整備ほか夜間・休

日は職員が 24 時間携帯電話を携帯

し、緊急受付体制及び関係業者との

連携を整備している。 

A A 

県、その他関係機関との連携は取れ

ているか。 

必要に応じ消防署、市町村福祉部局

や福祉関連団体などの関係機関との

連携をとっている。 

A A 

利用状況 

利用者数の状況は、計画を達成でき

ているか。 

前年度に対し 306 件減となってい

る。 
B B 

施設の稼働率は、事業計画に照らし

て適当な水準にあるか。 

入居率は少しずつ低下しているが、

入居率向上の取組を実施している。 
B B 

収支状況 

収支計画が適正に執行されている

か。 

年間計画に対して適正に執行できて

いる。 
A A 

経費削減に向けた取組みがされて

いるか。 

必要な経費については適切に支出

し、帳票類の電子データ化による印

刷用紙の削減、共通備品の一括発注

等により経費削減に努めている。 

A A 

【総合評価】・・・各評価項目及び施設の性格・特殊性を考慮した総合的な評価 

・外国人利用者の多いつくばセンターに液晶翻訳ディスプレイの設置や、筆談機の導入、耳マークの掲 

示、入居者のしおりの英訳版作成など入居者のサービスの向上のための取組を行っている。また、修 

繕管理のシステムを開発、導入をして修繕対応の迅速化を図るなど、施設の修繕、維持管理も適切に 

行われており、総合的に見て良好であると評価できる。 

※ ・実績（管理指標に対するコメント）欄については、指定管理者が記入する。 

  ・総合評価欄については、所管課が記入する。 

  ・自己評価、所管課評価欄について 

評価 評価基準 

Ａ 事業計画を上回る成果があったもの 

Ｂ 事業計画どおりの成果があったもの 

Ｃ 事業計画を下回っており、改善努力が必要なもの 

 


